
 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます 
新しい年がスタートしました。皆さんは、どのような新年

を過ごしたでしょうか？ 

年末の全校集会では、規則正しい生活を過ごしてください

ということをお願いしていました。実行できたでしょうか。

新しい年を迎え、それぞれが気持ちを新たにしていると思い

ます。予測が困難な未来を、皆さん一人一人が生き抜く力を

身につけるためにも、ぜひ、自ら課題を見つけ、課題解決の

方法を考え、自らの意思で動くことができる力を身につけて

ほしいと願っています。 

リモートによる冬休み明け集会でも話をしましたが、３年生の皆さんは、卒業まで土日な
どの休日を除くと、あと４５日です。１，２年生の皆さんは、終了式まで、５１日です。１
月は「行く月」、２月は「逃げ月」、３月は「去る月」といわれます。年度末の月日が過ぎる
早さを表した言葉です。この３ヶ月間はあっという間に過ぎていきます。特に３年生は、中
学校生活最後、義務教育最後の４５日間になります。もちろん高校入試も控えています。今
の仲間と過ごす、本当に大切な一日一日になります。 

今年度の締めくくりの３ヶ月間。一日一日を大切に過ごしていってください。「終わりよ
ければすべてよし」という言葉もあります。よい締めくくりになることを期待しています。 

復習の大切さ 
今日は、実力テストが実施されました。

手ごたえはどうだったでしょうか。右

図の曲線は、復習曲線と呼ばれるもの

です。ドイツの心理学者、ヘルマン・エ

ピングハウスによる記憶実験から得ら

れた曲線です。学習後、何もしないと、

だいたい１０分後には、約３０％、１日

後には半分以上、１週間後には約75％

のことを忘れてしまうそうです。学習

後、復習を繰り返すことによって、学習

したことが定着していきます。完全に忘れてしまわないうちに「早めに」「何度も」復習を

して、それぞれの進級・進学に向けて、学力の定着を図っていきましょう！ 
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令和４年１月１１日（火） 文責：校長 諸熊 修一 

１２月２４日（金）の全校集会で表彰伝達を行った人たちの紹介の続きです。（敬称略）。 

【裏面へ続く】 



○佐世保市読書活動コンクール 読書感想文の部 

 【最優秀賞】安田 茉央（３－４）  【優秀賞】中江 仁美（２－３） 

 【優良賞】加藤 鈴菜（３－４） 

○佐世保市読書活動コンクール 読書感想画の部 

 【入選】江口 咲音（１－１）  【努力賞】楠本 彩恵（２－２） 

校長のつぶやき 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○長崎県PTA新聞（令和３年１２月１７日付）を読んでいたら、「スマホやゲームど

う付き合う？」という記事の中に 

  親「スマホばっかりやっていないで、勉強しなさい！」 

  子「自分だってスマホばっかり触っているじゃん！」 

という親子の会話がありました。思わず苦笑してしまいました。子どもは親のしてい

ることはよく見ているものです・・・。 

 

○新生徒会役員の皆さんと１２月２４日の放課後に校長室で話をすることができまし

た。石橋会長を始め、みんなとてもやる気を持っていました。大野中学校が今まで以

上にいい学校になっていくだろうなという予感と期待感を抱きました。今後の活躍を

期待しています。 

 

○１月１３日（木）～１６日（日）に島瀬美術館において「書写作品展」が行われま

す。市内中学校の生徒の作品が一堂に会します。本校からも出品されます。近くにお

寄りの際には、ぜひご覧ください。観覧無料です。 

 

○今年の干支は「寅」です。寅年は、芽を出したものが「成長していく」年やこれから

成長する物事の「象徴が始まる」年とも言われているそうです。大野中学校の生徒の

皆さんにとって、今年が飛躍の年になることを祈っています。ちなみに、「寅（虎）」

にまつわる故事成語やことわざ、四字熟語は数多くあります。生徒の皆さんはいくつ

言えますか？例えば、「虎の威（い）を借る狐」「虎視眈々（こしたんたん）・・・。 

 

〇昨年の紅白歌合戦はご覧になられたでしょうか。長崎県にかかわる方々がたくさん出

場していたのが印象的でした。司会の川口春奈さんは五島市出身。トリで歌った福山

雅治さんは長崎市出身。大トリだったMISIA さんは一時期対馬市に在住していたこ

とがあるそうです。また、途中、映像で五島市の高浜海水浴場が映し出されて、私は

１０年ほど前、五島市に勤務していたので、その頃を懐かしく思い出しました。 

 

○毎年、正月は箱根駅伝を楽しみにしています。長崎県出身のランナーも出場してい

て、テレビの前から応援しました。苦悶の表情を浮かべながらも母校の名誉のため仲

間たちのために一本のタスキをつないでいこうとする姿に毎年感動します。特に今年

は初出場の大学が、繰り上げスタートされることなく、タスキを最後までつないで完

走しました。そして、１０区の最終ランナーが、ゴールした後に笑顔で「楽しかった

ぁ」とつぶやいた姿がとても印象的でした。 

 

保護者の皆様、今年もどうぞよろしくお願い致します。 

 


